
学  クス学  
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テ クス学 、 な人 イ ベーシ ンを生 る現在の 業にお と る、自
分の工学の と自分 外の人 持 る他の複数の工学の を 活用 、人 を せにする
を 案・実現 きるク ス ンク （ ・ ）の 者を 成 す

この の 、 の の ック ウン になる機 工学・ 工学・ 報工学・ 工学の 分
に関する広 を生 現 広く用 ら る 置から の ット 、 くの実機を用 実験・実
習 と、こ らに関係する とを 機 に 合せ 進 教 システムによ 修 せ す から研究室
を行 、関 学会 の研究発 を に入 時 の を く の 業研究に向 、実 か の L
教 をスタート す らに、 ット くの分 の複合 ることから、 業研究を の研究室に
行 の なく、他研究室と な ら進 くこと 「 ミュニ ーシ ン 」 「マネジメント 」のよ な

な職種に きるク ス ンク 者に な を 成 す

デ ポ ー

テ クス学 、 ット を と 、自分の工学の と自分 外の人 持 る他の複数の工学の
を 活用 、人 を せにする を 案・実現 きるク ス ンク （ ・ ）の 者

を 成 す の 業 を すこと 、 ット工学に関する ・ 及び次のよ な と を備
のと 、学 （工学）を す

 
自分の工学の と自分 外の人 持 る他の複数の工学の を 活用 人 を せにする

を 案・実現 きる（D ク ス ンク ）
な 報と、 な とを 合せ 、人間の生活にと 理 な を き 体 に 現する を す

る（D デ イン ）
ット 発・設計に なメ ト ニクス、設計、自動 、画 理、人工 、 システム 等の
を修 る（D ）

 
人間の生活にと 理 な を実現する に な、 、 究明および の 案を 理 か

に行 を する（D ンジニア ン ）
 

人と 、 会 イン クトを持続 か 大 する を作る を する（D ミュニ
ーシ ン・マネージメント ）

ポ ー

テ クス学 、 ット を と 、自分の工学の と自分 外の人 持 る他の複数の工学の
を 活用 、人 を せにする を 案・実現 きるク ス ンク （ ・ ）の 者

を 成 す 学生 デ プ マ シーに る を 成 きるよ に、 通 と を ンスよく 置 、
の ット工学を に、「機 」「 」「 報」「 」等の な工業分 の と、 の分 の

を 、自分の と他の を 活用 きる を実 に 成する キュ ムを
す 教 成、教 内 、教 の を次のよ に す

 課  
と理 を並行 学 「デュア システム」を 用 、 次から学 とに体 と実験・実

習・ 習 の を 成 す
学 にアクテ ブ・ ーニン を取 入 成を行 す

発 を  L （ L） を から に取 入 成を す
  
機 、 ・ 、 報、 の 分 に関する広 を に る 、 生 現 広く用 ら

る 置から の ット 、 くの実機を用 実験・実習 と、こ らに関係する とを
機 に 合せ 置 す

よ の ・ を実 に修 する 、 から研究室 を行 、関 学会 の研究発 を に
入 時 の を く の L教 「プ ジェクト研究」「 業研究 ミナー 」を 設 す

研究 なく、 ミュニ ーシ ン マネジメント などのク ス ンク 者に な を 成
する 、 に 他研究室と な ら複合 る ット に関する研究・ 発を行 「 業研究」を 設

す
現 と る 報 を体 に修 する 、 の ン ュータ設備を用 報 理 者の資格取

に な ・ を に、 から 進 の 報 を実 に修 す
実 に設計・ 図・ を修 する 、 次 C Dソフト（C D）と運動・ 析ソフト（C ）とを 合

せ 設計から、３Dプ ンタ CNC 工機による部 作（C ） の の 発を行 実 を 設
す

  
業 に 成 ・ ・ を 、学修成 を に を す

学生および外部からの を に と の 動 と す




